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また最適配置を許容被曝線量の関数として導びき, 実際には原子炉から 1km くらいの近距離に, 約 1
km の間隔でモニターを配置するのが理想的であることを示した｡
さらに,場所的重要性,計器の信頼度,経済性などの制約条件がある場合,その範囲内で最も効果の大








論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
原子炉の周辺には環境放射能監視システムを配置して原子炉の異常を検出し,周辺住民を限度以上の放
射線被曝から守るようになっている｡実際 Wlndscale(1957年),SL-1(1961年)の原子炉事故の場合で
も,原子炉内よりほ外部における環境放射能の異常によって事故が発見されている｡しかし多くの場合,
迅速なデータ伝送に主眼が置かれ,どのような監視装置をどのような位置に配列すべきかについてはあま
り研究がなされていなかった｡
本論文は確率論的な探索理論を応用して,与えられた制約下で最適の監視システムを求める方法を論じ
たもので,得られた成果は以下の通 りである｡
1. 自然放射能の大部分は地面から放出される天然放射性核種とその娘核種によるものであるが,一般
に夕刻から増加しはじめて早朝に最高濃度を示し,昼間は減少する｡著者は風速,日射量,大気安定度な
-777-
どの気象現象とからめてこの現象を説明し,日変動解析法やα･β相関法を用いることにより,自然放射
能と異常放射能とを分離する方法を提案した｡
2.原子炉より放出される放射能雲による被曝線量を,γ線のビルドアップ係数を含めて計算する式を
提案し,それが国際放射線防護委員会が提案した式よりも,野外実測の結果をよく説明することを示 し
た｡
3. 原子炉事故時の周辺の被曝線量を評価するための計算式について検討し,米国国立原子炉試験所で
行われた野外における核分裂生成物質放出実験の結果と対比してその有効性を芙証した｡
4. γ線検出器とダストモニターとを用いて環境放射能を監視する場合,各施設の把握可能領域を明ら
かにし,その最適配置計画を論ずると共に,警報レベルを設定した時,容易にそれらの配置が設計できる
図面を提供した｡
5. 経済性,地域的重要度,計器の信頼度等の制約がある場合,すなわち風下となる頻度や人口密度の
高い地域に重点を置き,湿地帯や海岸地帯のように計器の故障しやすい場合の信頼度を考え,与えられた
費用で最適の監視システムを設計する方法を,計器の故障の可能性も考慮した冗長方式を含めた解析方法
で示し,またその計算例を明示した｡
以上を要するに本論文は,平常時および事故時の原子炉周辺環量の放射能監視の有効性を向上させるた
めに,自然放射能の特性を解析し,放射能雲からの被曝線量率を求める式を誘導するとともに,理想的な
状態や経済性,装置の信頼性などの制約条件がある場合ので境放射能監視システムの最適設計について論
じたものであり,学術上,実際上貢献するところが少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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